
TAKANO

マンションコミュニティ

当社分譲済の
お客様

地域コミュニティ

地域コミュニティとマンションコミュニティが地域活動を通じた

関わりしろを持ち、地域と都市を相互に行き来する関係を創出する

ことで、「地域コミュニティの活性化」を目指す取り組みです。

都市に住みながら、
地域とつながる

知らない土地での体験は子どもたちの

学びや発見、また地域とのかけがえの

ない出会いに繋がります。

住民同士がツアーに参加することで自然

と交流が生まれ、ほどよいコミュニティが

育つ「きっかけ」づくりとなっています。

第2のふるさとづくりツアーとは？

住民どうしの
つながりの場を提供

ふるさと体験

都市部との交流 地域の魅力再発見

地域との繋がり

〒732-0822
広島県広島市南区松原町2番62号 広島JPビルディング7階
JR線・広島電鉄線「広島駅」より徒歩2分

TEL 082-569 -9530（代）
FAX 082-569 -9533

第2のふるさとづくりツアー
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庄原は食材の宝庫。
ツアーを通して豊かな里山の
価値を感じて、地域を訪れる
きっかけに！

青才りんご園
道の駅たかのから車で3分。りんご畑は
平らでとても歩きやすく、お年寄りの方
やお子様にも優しい農園です。

道の駅たかの
地元農産物や安心・安全にこだわった「高野の逸品」、豊富な山の幸を活かした
食事や観光情報など、 高野の魅力がぎっしり詰まった道の駅です。

普段の旅行では、あまり関わることのない生産者の方のお
話を聞くことができ、ただ立ち寄るだけでは知ることので
きない新たな地域の魅力に触れることができたのが良
かったです。

高
野
り
ん
ご
は
、樹
に
な
っ
て
い
る
状
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で
完
熟
に
な

る
ま
で
待
っ
て
か
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収
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す
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樹
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完
熟
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し
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農
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た
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方
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の
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収
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蜜
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庄原市

広島県

高野町

一般社団法人 庄原観光推進機構
糸原 秀晴

「
道
の
駅
た
か
の
」の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、鮮
度
の
良

い
野
菜
本
来
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美
味
し
さ
」を
堪
能
で
き
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ラ
ン
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大
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気
。
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ど
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特
別
な
食
体
験

食
材
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る「
高
野
町
」を
舞
台
に
行
わ
れ
た
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
。ツ
ア
ー
で
は
参
加
者
が
幻
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高
野
り
ん
ご
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培
す
る

青
才
り
ん
ご
園
で
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ぎ
た
て
の
り
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べ
比
べ
。

そ
し
て
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
気
を
誇
る「
道
の
駅
た
か
の
」で
は

地
元
で
獲
れ
た
鮮
度
の
良
い
野
菜
を
堪
能
。

高
野
町
の
食
資
源
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
り
、産
地
な
ら
で
は
の
食
材
を

い
た
だ
き
、生
産
者
と
交
流
す
る
こ
と
で
高
野
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
る

特
別
な
体
験
を
味
わ
い
ま
し
た
。

広
島
市
か
ら
参
加

V
O
IC

E

広島県の北部に足を運ぶ機会が少なく、初めてここ高野町が
りんごが産地だったことを知りました。真っ赤なりんごを前に
子どもが楽しそうにしている姿が印象的で、またりんご狩り
のシーズンに訪れたいです。

広
島
市
か
ら
参
加

鮮
度
の
良
い

野
菜
を
堪
能

高野の魅力は一度では伝え
きれない！二度三度と訪れ
て商品の先にある生産者
の想いを知ってほしい。
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